
　　　　　　　’　　ノ

養護施設における社会化過程上の

い ゴ諸課題をめぐる研究r

　　戸研究第O部』ゴ　吉ノ沢 英 子・；滝壱白　種1』子一

・＞1 　　　川噂茜康 裕1ぎ　　　～
’　研究協力者　内凪節 子｛綱山県立短夫教授〉へ

　　　　　　　　　　高　橋利　一　1（至誠学園長）一 夙

』〔幽1φ，1☆、il』・『∵△』◇l

l前与度比は』1厚生科学研究に主る』「培域社会に機能ず1

｛る難磁のあ卿こ関鯵断雛学麟雍1乏磯
、（本繊郷号嘩卸た跨回壷ぞの雛購曄
磁として象：施誰周辺地械住民友ザ雄誰児童め礫護著犀対』

する離捜断鞍の社会化雌勲鯛庫揃唖
にし，具体的な展開につ》・亡ゐ検討を試みたのである。

雌近 と，燦獅醐象砂一勉しで・ 鯛蜘耳嘩
毎お》）ま匁 酉吻聯鷺鱒鞭岡解と婦”
船ゆ増加湘享ぢ遡髄での緊鵠劾腰齢｝
！昨 き畑る認舜郷麸碑京都ゆし強ま1累
、急鱒磁委詫廟し繊甑の励とと1も1こ憐騨
設の社会化過程の方向と関連させてその方途が考慮ざれ1

ている。 その内容にっ糠ては，期間とレて平均25㌣30，坦、

委託理由の多くは母親の入院ヶ一スがそめ殆んどであ“

、る。誠醐の雌嬬魏放棄澗題働噸著なため∫．
に，家庭をこおけないと粒、う児童自身の庵っ問題も含んでど

｝いる富実も示されている。’これらの問題や緊急性につい

ては．1地域社会内で∫ 常時潜在レているのである。』した・、

がって予防的，開発的機能を期待され多養護施設におい

、ては，1地域社会にその機能を開いていくに1との必要性は1

大きヤ》熱・えよ、う」ヒリ古うな現状を養まえて　養護雄べ

熱禦灘粟晶編凝ざ徽纏1
意義をもたねぱ寡らないかを具体的にさ1ぐづてみること

iの必要がら・廃調査結果を秘に述べ廟たい・顧

・によづては1 前回の施設側職員の社会化に関す多意識調

…査結騨底轡鵬興てみたレ㌔ ？』

r1』騨鞭』7　 　1ひ｝．

津勲簸搬め中かぢ識購 殿的状腿晦1

脚立鱒件錦鰍潭考慮因棘都4撒岡l
i山県ぜ虚設を選定し， ぞの周辺地域を対象として，質商1

～盤購舞驚鱗灘葛欝
k 瑠和53年“月を図年i泊末であり・1卑計終了後の54年3

∫．扉頚ゆ昨樋覇伽即騨』（踏奪澗革
行ら1準◎でお多戟対象施設及び地域の概略，覗査票配布，

』』磁方灘の他麟・表の示すとおりである・岡山県の

こ瀕合は調擁飾回収脇力してくれた懸委員の
　日常活動の闘係上，一定地域内の全世帯に配布した＃め

：嬬他取域より．も歯布致粧参 ‘なウた。回収率は，何れの

1㌧．地恥鰍鵬、く18P艶10P％騨っている・D鰍の

噸餓．簾者との連絡力1と緒呼ρ酵で・であ
』［ 麟唾騨への対麟知 讐があ観E鰍 F

講鞭ま』園長自らが保護者ど㈱応を蹴にあ㌍．

瓢み 侮護者の生活上の相談も受けている。

　　したが〆第陵の嘩麟の糎，「騨騨す砺
　望のあるむめ」の積極性としズは東京皆比鱗的出ズ野為

　が， 岡輿で壮少なく，そめ内容も感謝夢意畦を表物レ∫

、Fいるものが多ンい。同じく 「弛域福祉牛を高めるための意

見のあるもの』は澗山に比して騨購嘩示し空
二る。・内容の是非は≧もかくとして（肇津す愚羊東京夢方

銅れも灘触意見をもってい夢皆動奪海断
…、ある。岡山ではその逆でジ意見はあまワむづてい 塗い

1・魁施靴ρ鋤蘇はろ蓼ズで鞭駄が勉観

1糠灘雛轡世響解
　　 ここで地域調査の回答者についてみ虞腔を黎域鋼に簡

・1

述べ矯こう・第2勢第麟モ塵鱗るゆ
’ー 陣域の特徴聯2表では蹄羊薇獅堺即場

鷲諜撚驚離灘灘1慧騰
　～50歳代が多い。ξくに岡山の揚合は隼齢幅が広くなづ

『宅めること揖，三世代家族g東京よ賜高率蚕あ有竃転勲

嫉にあ吻している・こ鱒・第橘 箏瞬撰貯
rl

てみるごとによって明らがになる窃翼鼎と桓父無セ鱒・

一123山



日本総合愛育研究所紀要 第15集

第1表　調査概要一覧 （注）入所児童数は昭和54年3月末日現在の数字

施　設　名 Aξミコ
　　　¶　　　　　　　

，㍗澄liづ、τ1 百跨・C竃・ひ「，ちぺY』 D団諜
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19ピ 26 16 17 16
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入所児童数 　1’43 26rl・ 65 33 59 45

　　　　　F

　　　・弓

査』 対象　　　　　

地域概海

　　　、　　
　　ゴ

に面した商
街区とその他の庶民住宅地区に分けられる乙一日の人．口

㌧

荒川および中川にはさまれ，・新小岩方面に至る

線道路ど京成
上線に区切ら・れた地域であ

。海抜0メ・一
ル地帯であり
おもちゃ家内工業がさ、かんで

ある6人口は漸
減傾向にあ駆

国鉄中央線立川
に接する北部は官公署の集中する立川市政の

所であり，多摩川に接する南部は甲州街道が

西を貫く住宅
区である砿人目は漸増傾向に

る。老人ボ

甫北を襲高尾の
なみと中央高
道路にはさまれ，東西を中央本線，．都道188

線が貫き，・』小仏川が流れる。細長い山あいの

域である。し、民

は都道沿いに
ま・づている。

D施設に隣接して老人ホームがある。、

岡山県のほぽ中
部に位置し，

高約300メー
ルの吉備高原台地にひらけた

農村地帯であ
。

かつて水島コソビナード地

を中心にして
出した層は，今再び戻りrつつ

り， 人ロは漸
傾向にある。

岡山市中央部に
く，国道2号
が貫慈新興住
地ジ工業地域である。新しい

宅や自動車整備工場な・どはすべて経済の高度成長によるもの

あり，この影
はまだ続きそ
廼ある。∫

　　　’　　
　　　　　　　　　　

調査方・法、

　　A　　■　　■
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設幼稚園の父兄
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査票の配布，．回

・役員に委ねた。

園児2名の在籍
る中学校3年生の父兄を対象とし，調査票の

布，回収をそれぞれの役員に

ねた。，
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サービス業

　35
（25．6）
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r9し99　 てン；50
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　45こ．・、苧『460
一：（19≧7） 〈（16，3）

，2
’（0．2）

　51　　　　　　　35 　　　　　，235

（2σ19）　（15き3）　（24．0）

　ユ　　、、 3　　　7（6』4）　（L3）　（0．7）

　34　、　　25　　　112
（14．0）一（10二g　Z（11．4）

　躍　　 229・　980 』

（100．0）　（100‘0）　（100．O）

う家族構成が，ン1、東京よ’り高率を示してし、・る。・また第5表、

の家族員数においてもわかるように 6㌣、71人の世帯が比

較的多1く岡山の方にみられる6』しがし岡山市内にあるF

地域頂ぱジ東京と同傾向を示し，都内の郊外都市培塚

趨＝！岡山φE地域と多少類似した傾向を示している：こど

がわかる61二： （∀1』旨．7U　、 ・1”』 一㌧ぴ 志r
｝

次に回答者自身についてみると；ン世帯主が会社員の多』

㌧SA地域では86．・1％，・C地域では75も9％力簸更あ勢，二雌

の地域は雌帯玄凄の比率力鰭ま同拠師勲鱗△
・しだ筋て回麟の鱗も1一 邸c塘駅睡噸難
瀞く・1他の繊では40帽50燃力廻半購麟騨』
る6諏ら碗域的特徴はポ』施設認知度及醜域騨参．
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第3表 回答者世帯の世帯主の年齢（カ．ッコ内は％）

年　　齢

施　設　名． 東 京∴
岡 山

計A 1 B ［ C 1 P E 1 F 』

30 歳 以　下 　4
2．9）

　4
2．0）

　1
2・0）

　1
（2，4）

・13

517）
　28
2．9）

31
～ 40　歳 　68

49．7）
　7
5．8）

　74
37．2）

　1026．o） 　17
7、0）

153

23．1）
　229
23．4）

41
～ 50　歳 　41

29．9）
　84
69．4）

　、61
3σ，6） 　10

20．0）

　　68』（27．9〉 　　53
（23．1）

　『317
二（32溶）

与1 ～　　 60　歳 　4　（昼’6〉
　15
12．4）

　工3
昼・5）

　14
28，0）

、　67

27．4）
　34
14，9）

　152
エ5・5）

61
歳、 以　　 上 　　4

』似9） ノ
　22

1然1）
　　6
12．0）

　40
埠4）

　46
20．1）

　118
（1孕・o）

N o A 　11
3ρ　

　15’
12． 4）

　25
12．6）

　　9
18。、0）

　46
18．9）

　30
13，1）

　136
13・9）

母 　137100．0） 　121義00，0） 　199
100’0）

　　50
工00．0） 　拠

工OD，0） 　229
工00．0） 　880

100．0）

第“表　回答者世帯の家族構成（カッコ内は％）

施　設名 東 京 岡 山

計
家族構成 A　l B l　c I　D E F

』考　婦　鳶』子　ど』も・ 　97
70し8）

　8671 ．1）
　96
48」2）

　　23
（46．0）

　49
20．1）

　99
43．2）

450
45．9）

夫　婦　と，・祖　父　母

（三搬）：と子ど憲 　23
16．8）

　10
8．3）

　
59

29．7）
　10
20，0）

　78
32．0）

　　49
＝（21．4）1 ＼三r　22923．4）

片　親　≒’子　ど も 　1
0，7）

　7
5．9）

　1
2，0）

　2
0．8）

　2
0，9）

　13
1．3）

祖，父母と子ども 0 0 0 0 0 0 O

夫　　婦　　の　　み 　2
L5）

　6
3．0）

　3
6．0）

　鍛
13．9）

　18
7．9）

　63
6．4）

謝か　〆1：≧　　り、 　　4
（2．0）

　4
0．4）

．柔　　』の　　　他 　3
2．2）

　5
4．1）

　10
5．0）

　4
8．0）

　28
11．5）

　311吾．5）
　81
8．3）

！1 　　　　　監二い
　　N　l　、 　A、

　11
8．0）

　』13
10．7）

　以
12』1）

　　9
18．0）

　53
2L7）

　30
13，1）

ドr 　140
14．3）

　　　　r　l
「｝・）　㌔計・・r・

　137100．0〉
　一121

10α．0）
　

199

工00．0）

　l 50
工00』一 　244100．0） 　229100．0）

　　980
（100．0）

加形態上にも影響している51 ・

1この施設周辺地域どリアの設定条件によっても地域特

徴と施設との関係因子への影響は大きいとみられる♂一

応，r』第1表に示すよろに， 施設を中心一として半径2㎞以

内の地域範囲どした6ン前年度の 「施設職員調査』、で施設

が轟地域社会にむ溢っ｛活動展開をするための地域設定

として，、最も多かφた回答が，．小学校区としたもめで，、

次に町会，自治会単位としてあげていたぴそれと照合し

てみると今回の調査地域邑リアはド ほぼ←致している．ど

みられよう。

次に調査対象としてD施設を除く他の5施設児壷保護

者の状況について概観してみよう。各施設の連絡可能な
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、撫第．5表 回答者世帯の家族員数く・カ ジ．3内は％〉』

『’1

家族．員数，

箆ド設 名 　『r東1

、「4・、孔1∵β．1 1 C一

．京

／』D
計

2 ’汰 － ノ

、1i ；211 　r

　・（勾5）、∫∫．．
　6＝（き 』0）～：1

3”　　
35

（6．0）丁．：1（14，3）しr

‘（剥

備
3「・ た人

r　 ひ

》『　　　　 レ14
　”く616）r’ ＜1L5） （8．5〉

　6－／l．
（珍0＞・（エ4，3）

　32』　　113
（14，0）　（11．5）

4 　　　70　　　53x 腿⊆騒1身1 イ（4蔓・8）
　83
．（4上7） 　14　 』』

6
「（28．0〉、ビ（18．9ン

　69 　　　　　r335

（30，1）　（34i 2）

5～
rf跨匁f6f－1〕1人沃

・一

r42
1＝・

　　 r35
！〈30ン6）『　〈28．9）

、
／52　　　　　　　14　1　‘・；　　　60ーピ

く2612）’（28．O）　（盟．6） 　58．　　261
（25．3）　　　　（26．7）

二7　　人　’ 以 二上ジ 　3　　　　4』一

2．2＞
『

（3β）

　13　　　　　　　4 　　　　　　21。　　　　　　17　　　　　　 62　・

（6，5）　（8．o）、　（8，6）　（7．の　　（㊧・3）

ひ り。』

㌧』』

　 ・4

、（210）
　＄
（1．2）』

　41　　　11
（1．7）　　（111）

N ：　●　 A乱 11工　　　
13

・（8、0ン　 戸（10．7）

r24

（12 4） 　91 r　p44
（18，0）、三＜18．P、

　　　　　
メ

　28　　　129（12．3）　　　　（工3．2）

計、
　137’1　　　　工21㌔　　　　　199

（100．つ）こ （100レ0）・（1qOゆ）
　50　　　　　　244　　 　　　229
（↓qo，q）．ご乱（1Ω0，0〉 （100ゆ） 　980〔（工QOピの・1

堺蔑者嬬対 して，．質間線記入準興びイソ室ビモ［費で曜

：和聞年末訓ら54年．真月15學までの期問に輿施キ為。、第1

衷蛎外 う瓶即県瑛脚・、よく磯考と連郷

1ゆて挙、？・，套購靭甑聯趣93嘩尊警

が眺馳茎脇、礎曝1ま調警幽鯛護鴛
殖談鷲る；嫡糞∫諮り課騨輿麺相講車
脚∫鴨鱗》鮎勅吻合幹書瀞聯騨晒
り11鄭を醜擁岬 まらてい資・ 舗町磯黎
轍は少なく（98屍ス）凝況に？レ・勉・饗1、騨

麺燦卿轡；瞳う・ 一．
、

聯無児牽定興・，塵騨融・
』 「．、〔。、、、E）節

1rA・ノ J・璃窯43人，ぐ8組一18耕蝋

転司ζ』4舜“妬臨嘩絹き垣ドラ
書、」，∵， 鱗、1、、解』d廠35人）lr』・5』

、澱14じ縄ql頓3ゴ き（す細く）4
㌧聾

y彦引瑚督43ズ（エ・鯉2人距必
演，，11r　 離』1（軸÷・Q4ダ、画

第7表による施設児童からみた保護者は，東京の揚合：

轍父親のみが多くi68．5％，誉母10湿％1、岡山の場合は父の

み4L7％，」母35∫0％と地域的背景を知ら一ざれる。 また，11

最近は兄弟ケぞろも多ぐデ．第6表にみる如くであり，1回

1、第7表　児童からみた保護者

＝倉・ f計 ㌃

肝目一棟残 甲箋F実劃 ．％二

父　　68・51．4L7∵一』5・1∴5飢・

』』母r い・・5 ・卸1…125ト｝；飾

’題張．亭褒，母い・・5ド6・1111、β 』．6ゴ・

ぺ兄、 撚、1・
　・1’、エα・1

㌧ 、・ 6… 餌

槻塾』 』戚1い・』51 r；「・ ・iI“’右卜1らユ

愈τ二蓋　 d．．エ7』ll∵1・ 1⑭
合　計い・・，QI』剛』 渕 脚

第8表‘保護者の年齢．

ぐ 　　　　　　合　　　計1．

萬 目・棟樹岡槻実数1％
、3・歳以†、／2．6・掌25・・1・61 1

㈱
ぞ距14・歳〆卜砿8卜26・6輝33卜3鼠7

濯画・5嘆』卜3L61－35・・卜r剣鵬7

一躯6嚥い・・5い…、迅じe三工・1細・β

り61歳以馴　乳9 』・・7卜・“4、・肱・

LN ‘・A．／・2・611』L7111恥伽

．し合り○～計 一…』・Il1・傷・　9司ン11伽
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第9表　保護者の職業

項 目 一東京商副創 計

％　　％陳数1 ％

な
し1 15・昨・L71

131

王3．3

・会 ・ 社 則1 13・エ1▽・L7卜・F∫・21
12．2

運r 転 手
13・1／ 11』71’I

121

12．2

工 貞 「 lr6・71』’41 4．1

職1 天』1 2＄71・1＆3トらご14
14．3

．店、 則 5・31 ．1…I
81

18．2

自 営 業1 15・81．5・・、gI 9．2

農 業1 ・ト　・卜　・1 0

そ の 但
1 乳gI3L61221 22．4

N
・

A 1 5・3！歌3卜，41 4．1

・合 計㌧
／’

・・甑d卜li・…卜981 ioO10

答数もおのずがら少なくなづて“るぴ保護者調査にあだ

る場合，調査員によるものと施設職員によるもので時期

的な点で一斉に配布したわけでないこ乏から，調査方法

の厳離から専’群多少の問題が嘩れよう・しかし・

この種の保護者への調査はあまり行われていないため，

意義あるものと思われる。

』第8表礁よる保護者の年輪｝調1ん40歳が東京では44f8

衆働多く・岡山では41～騨が多くなっている・職

業別第9表によると，多種多様であ り，やはり安定した

職業とはいい難い。保護者め現時点での家族数は，1人

つまり父親のみ，母親のみの、窟らしをしている者が，東

京・岡山何れも32マ％であワド無回答も南って・それら

も1人くらしと考えられる。第10表にみる如く，年問収

　　　　コ　第m表一謀護者世帯の年間収ス』

朗　　來卵騰諜
蜻職費φ『み’ こ・λ6け・141姐

一…万円未』満　 7・91＆3141生3
覇　・・万瀦「矧2蕊・1 2912軌6

マ脚万層：3Q・万彫　 1＆41ml・51・a3

珈方》4・σ万晒　乳gl・13D1
畑万～5・・万円・’卜…　1・1・

磁。。寿円以・止レ祠L73b・
・じ・N揮・寂日』2ul3危713・13軌5

入の200万円未満が48％を占めてお．り，r無回答者の30人

を除けぱ，、その70％となり，、いかに低所得層であるかと

いうことがわかる。したが6て，収入の面でも社会的な

面でも非常に弱い存在であることがわかる。これは施殴

雫地域に対する要求も消樫的であり，一面では無無力で

あるということ亮つながるとみてよかろう。

’以上のよケな調査対象の状況をふまえて，以下いくつ

かめ課題ポィシトについて述べてみたいと思う。

宜　調査結果にみる諸相

〈享≧　住民璽輝設認知過程とその内容

　施設の社余化を推進させていくためには，地域住曳

が，どのよう』に施設をみているかが問われてくることに．

なる。第11表にみるように，施設認知の契機はr近くに

あるから」「知人，身内の者から聞いて」「子どもの友

人であったからjということで，目のあたりにしている

か，身近かな人からの耳による認知，つまり視聴覚によ

ることが多い。テレビなどのマス・コミを通じてとする・

ものは極めて低いことが明らかである5実感として受け』

とめて，はじめて存在を認めるという過程が必要なのそ

あるぢこれらについては地域差があり，施設と地域社会・

住民の間獣ラカレなξ勘蓼斥禰1鵜選齢

弊容勲ま重100雛な靱餌1聯城醐ち鱒
剖をみること⇒｛でき1る。夢苑誰は劃設月日も他Φ絶設桑

らみれ蝿も釈く』、さ晒1鯨㌍麟研 峰
砺麹といっ馳恥背即し廟逢淳秒ゲ建
即少なく詫励拡麹碑動樋隼摩麺拳
蘭傾向という鞭人嘆物禦1簿樋鱒額
疹ている繊でもある1』

、 ｛・ 『、・

』1設

　施設の存在する場と，居住位翠にも肉係があり，、徒歩

5分～エ5分以内の距離に居住する住畏の認知度の内容は

より鱗に搬し籍る・ゆし人噸動9畔しい勉
域では，極く近隣であっても全く認如していないと1い1う

例も東京地区でみられる。最も的確に認知している住馬

の大部分は，同じ学年呼施設犀童がい幣と“づ「わ奉

子」を通じてのものである。

　したがって， PでAや地区ゐこどもめ恕織に対する啓

発活動の必要性が確認されよ洗いわば『広報活動ヤこ対

する施設の積極的ゼ創造的対応が求められることレ；なろ

う。また施設職章のP　TA，地域組織活動への参加と喪

割機能を充分果しうる姿勢をもちことが望まれることば

なる。’「

　第12表による認知内容をみると1』大部分の者力：正しくン

内容をとらえているが，「知恵おくれの子どものいる施

設』、「体の不自由な子どもの施設」とあげているもの魅
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、第U表『施設別，』施設認知の契機』（施誰の存在を知づている者のみ） ．〈M一・一A〉

r＞・ 　　　 ・〆 　』． 斌ド 各 　　殉　　　”誕 、脅、．”

．認1知 の』契・…機』

　　　　　　
　　『　　 　

金体』 、、1B
，． ρ 卜・勲 、4慨い二

1・－遡がかりにみた♂・月
で訂t： 5％「丁矧51・調緋調ン6レ認 7ド轟’題』一煮

』

i21智を蜘考がら轡い39！』坤61』車61 811姻rlgl』脚卜：』7 則 ㌶鯛圃⑳
響聾菌騨塑斗1ン ’541 、㈱2卜、％4レ51らr gン舛4卜21ρr嚇牢恥年
4ヌPT舵通じで　1 卑卜琳梱一1桝轄ド七1卜

ヒ
臨諺蘇の友痘蝉図

・1・igウじ咳5国鯛・・馴9gl．凋、』1／， 対 卿§二71・

：6．、斌1ゆる晦、』r”

7・ そ騨驚癒／1』一 6、、r“7卜㌧1目』・』卜　、：13卜1）危・ 　131ユ謁
／8，触かち・ン鴇罫 半熔鋪1卜厭8i脳’準6卜喚 噺剣吻1411＃16

ウ』．卿ヒ夢鳩で「、 L舛』桐・、rい国コヘ斜黛紺叫』堺Il，

貼そ馳 タ ホ
、7多1爾ご剰ピ、61う剥4国鱗鉢刺良～亀q国．1姻・遍

1L纏！ ！刎箆5卜・・r乳9121圖’41卜⑧白国馴蜘i4ド48卜伽
N「 賓．　，㎞、レ 型・塑i帥づ砿・困1‡・91・図璽5。壁帥・⑳1噸ゆ

』

第曜癒、舞．剛舞』匁酒 容』～（甑）・！

』項ン目 』

．施』 設一r　　　　　　　　　　　　各　　　　　　　　施』　　鐙　　　　設・Q〆

葦』例 El㌧1　
i．

2， 親碗稀赦任二ll ぐ1358図77團28 蜘1⑫桝圃9・1・亀81皐・

斜知恵靱れ好』 牛・i65国・22國聞1岡132L就恥・1「2・IF姻：軌2
4』藤めフ粕 由妊 …r4」41 塑墜3輩囲．3・国、可癖ま1ト準1
昏・』陣｝こ とをした子．

．1、 宕11り恥6ミLL可2團 li園』痕1ド＄卜←似5

碑ぞ卑他．r 、卜gト軌3卜司・ゆ2ドr耳廻lil1ヨ叫恥44
弧わ⇒1らな軒ンド「 ・国・姻坤r顯ll1 掴、刺4』幡
凱 鱒答、．，粘． b、 』梱』擁帽讐㌧3　　 ゴ樋1☆軸

こ1い… 糖』歓 爾繭璽布L迦　鞭φ圃禦噸
．一 メ釜」対象者凱L螂⊥剛酬ン畢　　　」 倣み：

ある二≧は耳逃せなVぢ学校で丁わが子1を通じズ」・≧や

乃認知契磯をも0者の中に“学校での成紙嫉概して施設

』児童が芳ばし《ないために丁知恵おくれ」fと解する、こと

嫁止むを得ない結果であるど もいえよ．う。・∵、

＜2》ご施設と！の関連で里親制度についでの住民の露知

瓦1廼』、』1度と保護者φそれ侍の露熾∫、㌧rl△諺藷』 1・㌦

P児童養護に関、して1ば鈷 施設養護ど里親によ る家庭養育

　　　ず
セみロレ　ハボドロ　ヨしヤしヤリじしブドヤち　　ムマ　 　コヂ　ヤ　　 　 　ロ　　　　 　ト　　じ　じゴ　ド

≧櫛るが憂、鳴醜遇蜘螺を考慮し・1施灘蹴ρ
関連で里親の活用な ど恵京都の例にみる餐育家庭制度の

1意味が認められてきて㌧ ・るず束京都では養護施誰嬉そ！Φ

耀タ7を おき，専門の殉ス・ワ勲級こ・よゐ機能甥

じている。 したがって住民の正しい理解の上にな声卸ヲく

惑抑隻・ケアの戴のためにも今後軌ゆ轡
要があると思われ』る6　　　　 、邑！し、㌧弓芯 紅Y＝二』：誉　、
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一日 本総合愛育研究所紀要

　その認知度は・施設の揚含と大部異なり，「よく知っ

ている者」が33，3％，「名称は聞いたことがあるとする

者」51．9％で，その内容はわからないとしている。次レ｛

で「里親になってみる希望の有無についで」は，積極的

尽回答をよせているものがわずか18，9％である。E地域

において1ま・、脚ゆ・ら施鋤恥癩す融ど， 施設

側の醗が勲認親とくに一睨舞っじ丸て噸然に
抵抗なく地域で受入れている。したがづて一日皇親の経

験者が多くなっていることがわかる。東京の場合は4施

設の勅施拠鯵r魏家庭セ黙一を羅してお
り・ 脚の分布も施拠核として広廊わたってい為

が，地域の認知の質としては，岡山の方がきめ細かであ

るといえよう。里親の認知度を年齢別でみると，30歳代

撮欄心緬く・拠で50鰍と塗？てヤ》る5 40歳代

が無闘心であg，非常に消極的であうg，そゆ理申として

は，30歳代はわが子と共にある施設児童を通じ《身近か

にその情報をうける機会が多い。40歳代にがかると，わ

が子の受験， 畠身㊨学習活動への参迦など≧．いうこζ期』

今肖分中心り年準殖陣りゃすい。r』50歳代煮参斎と，、子育

ての一段落、と共にひ 老後にむけこの』 生きがレ・」生活を

創り出すための動きと共に地域志向になってくる傾向が

見出せる。いわば1関心のみではなく，実行の姿勢が強

くなってくることがわかる。

第13表　養育は施設か里親か

地　域　　　　　　　　　計、
　　　　束京」岡山
　　　　　％　 ％実数1％

－第15集

項目｝

施設．がよい
星　親　が　よ　い

どちら≧もいえない

そ の 他

165181』4妻131』’5真一
52，・

Il・61 1・1◆7『r 8－
．2

2L・1事
31

3エ131．6

12・6rlギ3「麻
N　g　A／7・gl一言131515．1

　．「方，立笏⑫異なる施設児童の保講考に？いてみる

ち第瞳幡すように礪的に施讃の我が子磯育
を希望しているととがわか るじ本来は，乏ゐ二者択一的r

に考えるべきではない。社会的養育機能として児童の側

にたづての判断のもとに双方の協力体制が必要で，その

間に保護者のかかわりも考えられてよ阜と思われる。現

時点その保護者の里親認識ば，、1面会に行きにくい，将来

引取る場合に複雑な感情問題が起るのではないかとの懸

念を抱レ碇いる者が多い。またヨ ・施設の方がよいとする

ものの理由には，”「専門的に対応』してくれる」50。8％，

ヰ向じ琉境の子どもが多数いるごどがよい」23％　「面

会に行きやすい」16，4％，その他に・「子どもの独立心が

培われる」「引取る時に気分的に楽である」など，ごの・

質問項目については，積極的な意見が述べられているこ

とが注目される。いわぱ1未だ里親についての認知とい

うより児童確護ζして考えられていない。個別的対応，

家庭的雰囲気の必要性などという点での理解がなされて

い硬こと鶴ら帆ているといえよう・搬との醗
の上での養育里親の位置付けを，施設が地域社会に対し

て穰極的に創り出す働らきふけも必要どされよう。・前述

したところであるが，コミ昌ニティ。ケアの具体的展開

のヂ勘陛 なるように志餌るこ・とが望ま婦ので1串

なかろうか・捗鰍懸の魏にとっ哩織簿
しい揚合は，施設がその媒介となっで， 保護者比納得さ

せ，より正しく認識させる機能が求あられよう。

く3＞　施設と地載住民との関係をめぐって

　前述し！第1表にみる如く単なる翻知慮よB地域を除

いて90％近くの高率を示しているが，その認知の内容に．

一なるといささか充分に認知しているとはいい難い点を述，

ボてきた。ここで，、施設訪問の機会とその状況について

みると，全体でみると4L9％の者が，1回又は2回今ま

でに訪ねたごとがあるとしている。定期的に訪間し，何

らかの役副を果レているもの（ボラソティ7活動）興、そ

の中の15・9％とごく一部に限定されている。そめ』1ダ3、

回程度の訪問の内容及び目的は，ン施設の行蘂への参加

25，5％，施設見学20．6％と，非常に受身的というが消極

的なかかわり方として52・5燦ある・獣項・でも・、
麗静

なかかわりを示している地域は，A， C地蔵ぞあら，’馨1

・一 ・ズカウト活動，地域の母親めための文化活動，・相1

・談活動ヂあるいは付帯泰業としての児童に関す、る施設を

．鐸していることなど帳期にわ蝸定期驕聯諦
しているところである。

　その施設を訪れたことのあるものて定期的なふかわう

』をもっているものをも含めて）に対して養護施設の印卑

を問うてみうと，好感をもっていること摂示さ診て昏

う。その間の選択肢に＋一の5項目を用意㌧回答者、φ

気持に最も近いものを3項選択するようにした結果めむ

のである。規則正しくきちんとしている24．5％，明るく

たのしそう24・2％，案外家庭的と したもの16．8％とな5，

ており，従来の「陪くて冷たいそして貧しい」イメージ

を根底に抱いていたことが，訪問し ての＋の印象を強く

しているように受けとめられるふしが多い6・なお「集風

的統制が強い」と印象付けられたものが8，4％ある．こ と

は，考えなおし（みる必要があろう。いわば，＝施設側み

来所者に対するオリ出ソデ÷シ颪ソの重要さを暗示され

ているものといえよ う。一方1・施設を訪問ーじたことのな

い理由をみると，　「その訪間の契機がづかめない」とす
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るものが56．6％と過半数を占めていることがらも明らが

にされる。　　　　　　　　　　　　　　　　。1
次いで，』・調査回答者自．身の子、ど，もが施設を訪れた こと

の有無を問う・た結果はヂ回答者（親〉．の場合よりも少な

く29．、7’（子ども のない家庭を除いで）・である』6∵その訪問

目的は「学校の友人藻施設に喰るので1・勉強をするため」

が3718％ダ，「丁施設児童を通じ．てゼき施設行蛮に参加する機

会をえだ』遭する1もの23ゆ％，三らく「施設主催の子ども会，i

運動会へめ参珈」・・1816％ とな・づでいる。・児童の場合は〆

自分の生活や興味に直結．したとと一であれば』比較的積極

的に， ㌧また醗的に帥する・と紡傾向が賠であ御

さらに異な6だ角度かぢ，ン地域住民の施設に対する関心

度， あるレ、は偏見，・騰別視の有無を明らかにするために

次のよう な問いをし七みたづ ・下もじあなためお子さん

が， 』養護施設φ行挙に招待されだむどうなさいまrすが」

と誘仮魁読寂向答じ燭筋た占㌧r是非行嫁づ
k登すあぢ」：芝ずるもあ30％，心r本天ゐ意惹陸任巷る」f

6窮，・麟蘭な鰭み表現ば9嬬と明ちあ・1壊れ輝

る．憶人蒲きだ筋て脅漣脚㌔ 「絶解伊
せないゴとヤ誘施設ぺゐ皮兜的態度を萌示している者も

わずか0．5％ではあるが，回答している事実は，そ㊨貨・

敷個人的な深燗騨麺卿もしれ硬訟纏要1』一

があれば， 癖例斑究どしてヂ取りあげ，分析してみなけ

ればならない老思われ’る。　　　r一　　　　ノ

当．日参加40％， B地城では前者が L7％，1後者が』9．1％

で非常K低率を示している6・地域性1、施設の方針・働ら1

きか卿齢・勧方法継、酋住民の励度へ磯
轡渉天ぎ彪・とミとを物語うでいるゆであお。’参加行亦ゆ内、

容臨施設の運動会，r学園祭， 卜1クツ不ヌろ会な’星が40％i

興主吻・1餌、際甦1騨創講齢酵桝7i
馳聯輪嚇ヤ綿な鱒5・聯タつて1
める。施設と住廉とが協力しあうてヂ1児童め福祉を高め：

る契臨す疑ど・の必難とと艦，』施細の働ら1ぎか1

瞬よっ奪，初磯齢六き噛醜、娩囎勲、
ろ鱗ち鰍…繭騨に聡鱒なゆ㌦革師
泰え珍加ひ《いる地域住罠は， 冑％ゐ高率を示していたi

繍もあづ眼鮒部て織鶴施設纐爾み…
る住民の積種度占住民自身の自銘する種揮度のず静漢i・i

妙ある誌も騨勉ろう・i、・1主，二』r△ご、』1

　〕ここで，施設児童保護者の施翠周導解橡毎犀姪零す嗣

鯉とし赫鵬縦鴫も6蜘えておζうずそ碗

んどが「偏見な じに瞬かく見まもってほレい」F地域儀

民はわが子鞭賂うに扱っマ再 越》鮎いう騨を明i
示している6しか・し，一方では「地域の人々にはわが子

1 の拳ζで何がを望々でも怨獣であ多」蛋弛漢の人々とわ

、，断そして保灘としての朗に蠣係な囲という
否定的，また，iあきらめ的回答も目享っている。やや捨

鉢的な意見であり，保護者や親の立場として⇔が子のた

次ヤ、で施蹴と地就童と醜状流をみると，晦1遮・・という積極的な姿勢雌く脚態なお樺

答者の3物家即堪鱒の畷・賠、，遷、1．押胤rそ卿即興レ騨騨簿に等しい〕
を通じてあちたこと紀なる。1地域の子どもが，施設に来

ることの加霊たや嚇昆細示して幅，こ磯向ボ
前年度の施設職員調査結果たもあらわれているる ．9まり観

友人の家に行かなセ・脚設児童が多くi輝設児童璽範設内1と

での遊びが多い．一
「1

一　　 心
撫児壺むか媛繊嵌の搬児壷をこ爾絢象乙

は，施設訪問時の印象と同じぐ，かなり好感を寄せていIX

る．rしつけが行藤てし～逐41横るい」r絵繍練』

趣されている」鰭・、，強購として受けとめ騨る』
ものが82．5％であり，．「暗い到自分勝手である，㌧独占欲

が強い」などとrの評価を示したものが13ユ％あった。

これは，児童の生育歴などにも関係のある要因であり・

必らずしも施設全体の問題とは限らないであろう6・』さら

に施設行事昏の参加協力状況をみることにより ヂ地域住

民と施設との結びつきの積極度を把えようとした乾施設

の主催する行蛮にかかわり・を もづたことのある一ものは

25．2％で， 準備段階から参加した ものは， その中の、82

％のみである5これは1 1施設差 というか， 地域差があ

り， D地域では，尋準備段階が ら協力している者が22％，1

　と も表示されて粋るのである◎

＜4≧ 同一繊社会内施纏岬細活黙況
に　地塚住民の地域所属感に斗とずいた地域活動を行って

1いるか・ま櫛の撒なギ嘩嘩ヤ・聾穣極的にし
一ているかをとらえてみたい・そのギで簸韓と繊住

、．

民との新しい相互関係を創り出す手がかりを果体的に探

自 し求あることが望まれよう。 「あなたの住んでいる摯域

1、1に，住蹴とってよ吐思われ御轡麟力㍉」との問

』，．漸鯛して・その80・2％鞘定しており・否驚するもの

』は，わずか4，2％，わからないとするも の14．0％となっ

　ている。その肯定的饗甲箸を寄せたも憩マ》内容及び参和

　状況は第14表に示すとおりである。きわめて強制的な色

　彩の強レ・ものが桝られて いるよう セ磯ら禍晦．町肉

　’自治会或老人2ラ．オヂ婦人会が認和さ牲でお惚 参卿滋

ている繍と一致している・い卿レも犀動鯛勘
　多レ・ことからみても，地塚に対する積極的な動豊嫉夢ま

　り明らかではない司喫がわかづた。r，・，イ．r、 ・Ω 、』ぐ鐙∬』

　　地域によ6てはゴ例えばD，E地域では農業協同担合、

　呑の働らきかけなどにみるよう．に格差があるよ何れの地
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・』第14表“地域にある自治組織とその参加状況（M．A）い

．項．計避こあ騨組離㌣てる自治
計1

％ 1鍵・1Φ睡囮騰畑
碗治会138212砿31 ．4叡611蜘gl・．乳5

郷斜3351牝814乞　・71翻 r墨3

青年舎1’i62 亀61 2鉱β1．151、真．4！
・412

鍬クラズ ↓3葺6剛一 鯛『 斜載・卜．即生活協同飴陣粛1国訓軌6

麟協向締1137鯛1 21・3圃亀5r箆

愛育1班．1・45r乳71』剛叫a・r
鯉

職生繍86園1樵glF・2ドLlb4
その観 13＄L5軌4！⑳』σポgl』乳8

無何容．1761、4エL幽國

廻一L個・＋一
計 ”『2・7311・軌・」lr例io⑳

一

域にも共通して参加度の少ない活動が保健衛生緯織であ

る。

次に第15表をみると，地域社会内の児童のための活動

組織については，子ども会が圧倒的に多、く なづている。

これは，地域によっては自主的なものとは， おおよ、そ縁

遠い状況であろうかと思われる。現代の傾向を反映して

か，、スポーツクラブヘの参加が子ども会に次いで26．9％

と多くならている。その他， 福祉施設に対する住民の認

知度と参加度をみてみると，・養護施設の認知度より下ま

わり36％にすぎない。回答者の地域内と妙・う場合の領域

をどのように設定したかは，・さだかでないが，福祉施設

についての関心の薄さを示している。 D地域では「わか

らない」と回答した者がない二とから考えられること

は，地域の範囲が山谷といった明確で昂ることや，地理

的条件にともなう生活感情の共感しうる状況下に毒る こ

とといえる。・そのかかわり方は・ 養護施設㊨場合と同p

く・見学29影・身内の者が，かってその施設を利用した；．

と摂ある1β，7％，ボラソティ ア活動134％，堆輩の肇援

会員とな？たもの14ゆ驚となってし》る。ここでもわ塵る

ホ、う峰具体的な寒感によ、多雄設や組織把握をしているこ

第15卑 地域にある子どもφ活動組織とその参加状況’

項 　　　　　　潤・
地域内子どもの繊1 参加してい翻観．＼一

，　 　　　、・卜 計1 ％I　c　I 計［．％半¢』
・子 」㌧ども 会 398『 4叫』6Lgll ・5112・15卜76・6

斜イ莇渉眉妾趣カウ 140　［ 151・’91ご811 321一叫・・L2
．』海』溢傘畠年、風1こ腔船愚 1　31』、 ’φ13『』戸、師l／ 3卜 ・1411ユ・5

久坐ツ”ヅ麟沸力」など） 1』忽8卜1 2佳6卜3絃611
53し 乳7ト26，9

姉ゆラ敦合画幽なゆ』 1　2gl・ 翫1r
4・51卜 ・εレL214・

ぞ 、⑳ 他 1　51 エ・・
1甲41 71．ヌ・・13兜6

無 　回r』答 1エ・51 ユL3い佳31 鯛 砿6卜一
扉1

』：該 』当 レ・3371 』‘『‘1・ 3371
　　＿　　　＿

．計』 い26gl ’10…1

十 r1吻1∵10…1一

　　　　累C藏ら回答者・×1do・㌧・

　　　　 、♂r
畢く難、、

どである。1ごれらめ調査質問項目の設定は，住民の自主

的な地域社会活動ぺめ宣F能性を見出し， 施設と地嫌土会
乞あががわりを深めるためのヂ地域ダイナミニズムをさ

ぐり 〆住民め事蒼父にそぐしだブログラム作成に参考と

なるのではないかと考えられる6・さら には，福祉コミュ

喜テ諸造成の素地1となるのではないか：と思われる。

再び養護施設に．もどり ，τ施設の諸設儲の活用状況と希

、く（M，A．）

〆■ 　　　　ド、

望する内容を示したのが第16表であるδ施設住民にとっ

ては，社会資源の一つとしてク）養護施設として考えられ

る。

いわぱ1・施設は，地域住艮の二【ズによ6て設置され

るもので・住民の全面的支えを受けて成立っていくもの

である。その意味で住民から活用されることは望ましい

ことである。・ただしi、施設生活者のブライ！くマーはまも

一132一

、1



，　 　7

吉沢他＝養護施設における社会化過程上の諸課題をめぐる研究

第16表　養護施設諸設備の利用状況と希望する内容（M．A．・） 短（ガ動ゴ内は％）’

ズ　　 に1 ・

』湘塵輩ψ 樋
塾r’』 攣墜攣藁攣：謬

瀕』、、 1、智千
．高東三、

＝
㌧1京

、
抑三 吟．計無 ・；凍．』京 ・姻ン、輿・ 細ご』

三1・B’／車・E IE倒1肇亙率嘩笹箪
　　　

一＝r㌧”F1’

耳’
11■ 　　　　　　　、・

瞬麺謡4輪魍1鐘壷塑1‡1
辮藁櫛3・鞠牽週滋扇』・6繍il編i・ぎ1掛』聖

適1垂』室1協鋤灘葛r
、．

．3 』鍾1轟編爾 調1調∫璽1

1滝』圏黛蔦1摘副1’、、 （梛 ！ ‘』』 溜51㍗ 3㌔べ2 丁’3”読

＝ト碑1』醗曜、（L鰯1（fl細、爾、（i卸了 轡輔嶺濁耐闘1名弓』解r蓼

ン体』育 施』斜1、亟鋤ll』1Σ砺

売騨鰍櫛∵調碕1』　ユ繭』｝　　※12・ぐ15漁㈲r（写1麺1、

洗灘i認一　　　　　　　　1σ湯・読』1柵・・ア2ン琿
r爾き．P

ミ
『、

φ畷搬・コ塘ひ橘 1、一　、・伍1（盆お（『虜（＄討r』”観毒1鋤島5
、　　ゴ　 　　r　　　　　　　　』　　　　　　　　　一

転拾 治’施』一証い 　6虜1　　2側1Il諮1』lr（Lδrう＝誹ツrジュ・1毒§

醸畢窃厭副翻繍赫一く齢緋鰯（晶」虜（1』6耐》

，，ぞう、色 、他，

濁う 　　　　1錯蔀鰯 （疎1』お謝瀞y蘇

汚1厩：ll

りあえ嶽況撤畜擁1無魔い二雅設め独化乏1ま，』

まざ醜誕儲妊我む1髪ゐ崔民混孜痛利
そある面糸まめ多乏な酵れeまならないといぢ前提を大劫

専脅るべき董あ肪。く第i磁撫酪梅k60渇90艇
なぢ婚㍉る5塗濠らち計瀦元を豪曲t価強“し1穣弛

希望し《騨うにもなちな睡紡現実を魔えてゐ結

果とも受けとめられるず利用したごとめある者は11㍑％

『オ；iil内容嫉会議室評禾」ルダ遊戯室，・㌧ 図薔館というよ惨

に｝、1日1 ∫≧家庭での不可能な集会などのためあ利用が多

駆訴地域別にみる壱D地域での利用度が高“といち背景．

1’に嘩繊吻意図的鵬齢トナ激さ紋）’雛娠
iり図書館の建設を地域児童め放謀後め健全な活動，

、L

化

施設の乏しい地域実情に薄応する奄めとし宅設暖し鴫V・

るあ舜痴さら膿灘繊員か畿彫融手鰺』
1こづいては’施設住曳はあ：まり・麟をも凝実縦輝

七蔚ないよ』前向調査では，施設職員が地域に対し宅働む

きかけをしていると回答したものがて何らかめ型告）くワ61

r％近く、あ6たが1＝25磁30％の受けとめで．しがな蒔。施設1、

の特色に もま』るがジ例えばA施設では相談指導が最魯多訟

く≠講演会め開催企画が6．7％，レクリエ声シ嘗シ醤菌 1

宗芦ヅ摺導が6江％となっている。 さきにあげだか苑設

オは芦他の5施設より最も高く32％めサ■ビスを受け1起i

蝶絢盤れている詮の殆んど尋ま レr リ：論鱒』 1
シ許子ども会の指導で1§13％，学童保育硫0％乞姦参に洋
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いる。これらは施設の相異というより，地域社会の二〔』

ズの相異ξみる；とができよ与う地域社会の二一ズに対

応しながら，施設児童との交流をもつ機会に活用し，処

遇効果を高めてし・くことが望ま牲よう。職員に期待する

サ州ビスの内容の主なものは， 施設。設備の利用をのぞ

むものグ多く，1施課児童ξの交流の機会と してと喚う意

識をもづている1ものは見受けられ』な）も、「函書室」’「体

育雌」．「蝦室やホーイレ」技繍靴し餌rヒクリ

エ』望ヨ ソやズボ昌ツの指導」 「子ども会，1ボーイスカ

ウトの騨」、，r相諌」と吟た内容価る鋤回融参r

照）。どくに臥F地域セは無回答が多くr地域に密怒

し∫い奪めに別壁、りたて瑚郷要求晒な歴り
う状況もあろうかと思われる。Lいわぱ，’施設を自分の生

趾の躯か嬢源の一？といった麟砕よ参く・繊く
活用するという傾向はみられない。しかしE地域の住民

Φ憩識は・他の薄壁のところで桑や宅お粋た抵今更・

期待するものとしゼ改あぞ問5までも壕く，一職員との近

親感舳っているやに郊卿瀬こな撚ている’こと
も見逃してはならない。いわぱ自然な，そして理想的な

社会に開かれた施設り存在なめ塵もしれない。地域の行

礁即施設の行蛮といったように，相互のさそいかけが行1

われているので擁9、、

く5＞　養護施設の機能を問壁かえすにあたって

　』「地域内の児童め福祉を高めるために何が必要か」め

自由記述の設間の回答の中から若干考察を加えてみよ
うる

、①　堤童自身に炉かわう内容が多く，体力増進のため

あ施設や指導，∴気軽に児産自らが出入できる医療保健の

教育施誰地墾府り集団網互関係を育てあう場と指導塗，
どカ｛あげちれ』て）・65Fしかし，親自らがそめ努力を一しな

肪静ばなら塗悔≧自覚．してヤ・る回答は全くみられていな

い‘すべ痢処がでしてぼしい昌・う要求となってし｛

る9

、②二綴糞を声す夢とすう地域社会の大人にかかわ多内

容 ・すなれち匙と子ξ靱こ対すう知識や基本的理解のでき

う研修烹ヨグラみり提供，，輝子交流の場のセット，児童

の成長琴毒さ診髪恥家庭の南り方を啓発する活動の必要

働％り％れてヤ｝う6 二

1③、積極的施設の機能にかかわる内容としては，施設

の専門化を明らかに示すこと。学校教育と家庭教育との

連携を密にするコーディネー，ターの機能を要求するもの

が， 案外多く示されていることに注目したい。地域にお

ける∫児童の家⊥という．イ〆一ジをつくり，．一時保育及

び養護， 、レクリ手rショ 》や遊び場，小公園の必要性，

文化施設と一して親子図魯館の設置な ど， 1多彩な表示力｛な

『されている。

　　 ここで，神奈川県社会檸祉審議会答申によるr50年代

　における神奈川の社会福祉施策について」　（昭和53年6

　月）の中で述べている施設の今後について紹介しておこ．

　う。「二［ズの種類と程度による専門分化と施設の機籠

　による専門分化の両者を併用していく必要がある。……

　略①機能回復と社会復帰，②職業訓練と社会復帰，③養

　護と療育の磯能を男確にする・・ そして①≧②の雄設昏弟

　高度な専門性をもつ通過施設とrし，③の施設は家庭生活

　と同様な条件と内容を備え，地域社会に密着した形態の

　施設として中間的要素，内容をその専門とすることが必

　婁である…略…地域にむけて開がれた施設の体系をつく

　り出すためには，施設が地域社会に密曽する立地条件砂

　華備からはじ菊なければならない。施輩に固有の機鱒を

　発揮し，生活諸需要の多＜1を施設社会の中で日常的に充

　足される方向に転換していくことが必要で毒る」、とレて．

　“る。養護施設はこめ②ゐ機能をふくめた③の養護機能

　の明確な方向を示し！通過性奪「方では高める必要があ

　ろう。それにはファミリー・グルーブホームや養育里親

　の具体的且つ有機的施設機能との関連を保ちながら，1養

　護の総合的体系化をはかっていく必要に迫られているみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　ではなかろうか。地域の状況， 二一ズに即応した機能婿

　総合化と住民の参加協力を得る手だてを考慮することが；

め鴛れよう．　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　皿」 範設の社会化過程をめぐる堆域社会の占創

　　　　え方　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　以上のように施設の機能の専門化とともに多様化をば

かって》かねぱならなくなると・・その地域社傘のと鱈

　方をいがばするかが問われてぐるのではないだろう旗。、

　そこで・若干地域社会りとらえ方をめぐる営見についで

　ふれておこう。前回の調査では‘施設職員の意識の中

　に，地域社会に対する具体的な範囲としては小学校区，

　中学校屡とするものか，その過半数を声軌． 行疎単位ぐ

　して雑誰が住民に勤らき塑け為二との有躰性を示してい

　た？また福祉事務所や保健所の管轄耳域とす為ものく目

　安として人口10万に1ヶ所の設置）もあっき。施課児童

　の保諺者の居俸までその範囲に㌍える苓きと層う罵見も

　出されて県単位を考えてい為もの1もあった。たしか琴弛

　域の設定は必要なのであるが，その範囲にとどまる二 と

　ではなく，いかに有機的なっながウ蹴で． ぎるか が問題

　で，その核を定めることが重要ではないか，』それが施設

　の地域への働らきかけのポイン トであり，あ1とは住民間

　の波及性を期待すべきではないかと思われる占あるいは

　社会福祉協議会の本来の機能の発揮を期待してよいので
　　雪
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吉沢他；養護施設における社会化過程上の諸課題をめぐる研究

はなか。

㌧1施設が地域社会との薬疏をはがるたあδ機会にづい

て，その多くぼ施設児童の通学し‘ζいる小〆中学校の父

寧会 鯉酸禰轍獅鱒無している；と
カ1必ずゆ齢輝嫡・饗≧恥やる （湘調

査）♂直接地域住民とががお ウをもらて》～る施設ばわず

纏輪纏瞳瞬常聯聯轡
切膿蝦識鯛舗∫．、ズゆな麹騨聯
教会1紳社施設を中心ε・じそ分布図応する葛一般的1亡

済われる中学校区が妥当な核と濠る地域と考え丈よいと

思わ猿1ヒ禰施識賛饒寧蝸地曝轍吻

廓㊨磯瞭趣聯1吻・ヒ轡
稗している結果か幣で纏魍ちれう鷹麹1、

前蓮庶ぢ漉塚薦吻琴軟賭純》薄誕
域囎綿壁関す礁趣ゼ轡トと≦照1噂顔）

◎鉢脚喚姫糊璽わ獅撰些1盤曄
本開住民φ開心が奔墨寄栖灸…煮奪節攣幸商乍め蓼財劃

ぱ塗与黎葵！ξい至ズ矯苓♀』差め蚤ど琴慶？∫肇付け5

肇撫睡脚な轡紙餐噸麟弓為解は毬
ず堺脚衝類脚替鯉噸を韓要饗解獅
拠馨終苑一岬棚寧即ぎ遵設覇吻
最惑高い範囲ぱ‘施設を中心として徒歩工5分母叩玲以内

の距離を半径とする地域で，2k皿半径のとこ参を核とじ

て，次第に拡がりを求めていくことが重要であることを

示唆している。クック（LM，Cook）によれば「地域社

会とは，一つの連続的地域に居住する人の集団で，過去

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りの経験を通して結合されているものである。そしていく
　　　　　　し　　　　　　　　　　　じ　　し　　　　　じ　　の　　り　　じ　　じ

つかの基礎的な奉仕制度をもち，その統一巌を意識する
　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　じ　じ　し　　　し　り　し　　　　　　

と共に，突発的な生活危機の処理に協同して当るもので

あるとしている。　（傍点筆者）

　このクックのいう一つには，過去の経験を通じて関係

づくりがなされ，その相互の交流をはかると共に，奉仕

的相互協力や相互依存の状況をもっている ことを，その

条件としている。その二は・生活危機の処理に協同して

あたるもの，即ち施設側からいえば1地域祉会の諸二一

ズに対応する。それも潜在的なものへ積極的に働らきか

ける機能といえよう。一方，住民側からみれば，住民が
　　　　　　　ロ
それに対して施設の機能をよく理解し，施設へ横極的に

要請するという相互交流の機会をもつことが可能とな

る』その機会を頻繁に創り出していく．；と淋地域の有機

性，又は柔軟性といえることになろう。

　いわば，個人や家族，学校やその他社会施設等を中核

とした重屠的な拡がりをもっていることが地域社会の特

徴である。また，1その拡がりは，固定的なものでなく動

態的なものである。たとえば交通の発達，文化的接触，

郷蝉鱗流吻成蝉艦1ヤズ”ま趣璽
らの喪失によって地域杜会の拡がりは絶えず変動するσ

購施勘存御勧機脚発鱒癒蘇9稼興
どによって，一定の地域社会の拡がりに付加されたり1，

二芳かち除去さ耽七，1他ゐ地威社会k茄えぢれだりする

と邸るろ 近噸鱒嘩設が麹ま∫ 』そ9テ・4

め紀み方にようて語施設を拠点どしゼ地域社会の拡がり

ピ影響を与え七いくとどにな’る6』地域証会とは1‘証会

（磁etシ）rr座荻疹擁る力輝醜齢挟い縄会灘
せのあらゆ谷性質を持ぢた示集由を含あた積念と：みそ凄

‘～であ易で”し：だが女地蔵社会め共壷要素どじそ次め

3点があげられ妨。ゆ「・ 二 ゾ”ジ㌧一

鯛晦脚誰硬、蘇麺輯一』
帆、、

，
鰭榊潮礁即曝螺魯轡硬系

　』購聡糠騨猶づ奮苓二、
、， 、， 、

τi

1鱒磐購賭榊然騨質璋蝕少聾
　　孝べ薯網φ鞭鮎．、 　　　鞘
二以上で麺麟苓鱒弊雑す斎嶋鰻篤
初地臥郁撫り住融舛型・、養峯嚇醸
た生活の集団といってよいでおおう5ごのような地域祖

会のとらえ方をするならば，施設の存在そのおのが刃地

域弊勢照麟季墾李鯵卜樫勲鰻
　W　施設児童保護者の要望をめぐって

　施設児童保護者に対して，養護施設及びその周辺地域

住民への要望について自由回答を求めた。それに対して

60％の者が回答をよせていたので，具体的な内容のもの・

を紹介しながら，社会化過程上の課題としての参考とし

たい。まず施設に対しては「しつけをきびしくしてほし

い」「非行傾向を完全になおしてほしい」「可愛がって

ほしい』等というような処遇上の要望がその殆んどであ

った。さらに看護婦をしている母親は「職員は指導する

立場であるから，その手本となるようにしてほしい」と

期待とともに，一方では他人任せの感をまぬがれないも

のもあった。

　「病気のためにやむなく預けたのだが，施設の職員期

ら子どもを放り出して冷たい親だといわれるのが嫌だっ

た。親子が離れて暮すと本当の親子の情は出来ない。そ

の点の理解がなく，何でも親のもとへ帰した方がよい，

子どもにとって幸せだという施設の考え方に疑問をも

つ。私は子どもとの距離をちぢめるのに16年かかった。

それは親子ともどもに成長レたからだ……。他人から批

判を受けてもくじけず，親子が話しあいに努力するこ と

が大切で，世間体など考えることはいらないと職員と保

護者の相互理解，信頼関係の大切さを，また職員による1
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塀関邸嘩切嫌助の蝶性の融力1すか猷動
そρ他琴塵設が保護者の線織至くりの糸口を？～ワ串鰐

叩レいと鱒もの随るが冴方で賎 煙繭紛
う1表現獣多くみられた。』

，次に脚辺地塚隼民に対しては「煽見塗し琴瞬かく具ま

もってほ←唾」 ≧漸・うもgがその殆ルξ矯［開係なし」

「昨燐の人列；娃何をを爾ぞむぎけ無黙であ多尋≧あき

阜め的回轡目艶ている・さ、鱒轡韓囎談す磯
関醒しい」』 嘩密をまもつ風築bレて珂でも 話燭
機関がほレい4「児童相談房の分身季為ヤ・なと；ろが近

く1顎し固． 「塒鰍況1こ麟て・時間畷肱つま
り短期問の養護をのぞみたい』とす否も璽がみら栖， 母

親の場合は，長期のホームヘルバrの派遣ホームメーキ

とグ ！野ぐ禅行われ楓 鍛噸頻く 畑すむ
家庭も多い梱撫う・前回棚査ゆ麺われて晩

ように・・騨脚域の前述賭ゆ婿曄勲相塾対
応できる状況鯨められよう融わ曝脚卸機能が
必要参のであう。．これは地域社会住民との開係．＜単域気

惣もゆれるもφ）を考慮七て行拠な卿郷
がない¢で1まながろうか。

・〔おわりに〕・：

「紙面の都合上，r 分な調査結果分析1こづい｛記述でぎ

　　　一ン丸 ！r　　∫　　　．　、7『 『∴ 』、∴ブ』．・．、』

なかったが，地域社会住民と養護施設のかかわり方の実

働ら』騨社会9雛に店銃鰍φ機能に9嘆問
ヤ・擁鱗甦の強ヤ・こ≒が瀕教こわ施たこ

と1

味潔疑と野え私施設g社余些を果体的に雄進肖せ徹・

くた誇に嫉，まず地撰輩余り昌一ズを的確鱒把握レ，．煮

の二「 デ爾優先性と革誰爾琳塔能卑の適餌塗判断のもと

噸らきかけをしていく・こと が腰であ資・D繊吻
台1は住民ζ施誰ぢ久）両者問の努塑り実りとでもいえる締

果があらわれて魅・為とでもヤ・ヤ・えよう。施設の誰置諸条

件も隼民とり関係琴大き≦影響すること もあり，、現時点

では鞭即脚咽騒醗的・㌧ 創造麟ら ・き力喉

魁 優先されな唯れ嫉塗らな焼であうう。 ま為保護者の

意見騒も歩されてめたようをも社会資源の毅極的奪準用

を輝力1主に㌣して・雅都のアプローテの聯な
雑を鯛瞳こ、と秘卑なろ うる

参お・帯続研究と レて既に茸会化の試みをしてヤ・る施

設の臭体的過程を追跡し，その間φ施設職員，住戻とφ

開係渾程上爾課題を事到珊究9方塗鱒Jl？て分析し七y）

参。、監趨こ㌍えて，施輩堤糞の翠遇過程上の牽花碧も分

析し鱒無会に騨鋒饗鱗肪ぢ・螺墾を

い興勲秘即嘩螺遡確壱1頃い≧璽即

醒聯 勢鯵寿些曾外・磯鱒魅煙
としたい。

　　　　　　　　　　　＿　　　 』』　　　■、 一　r 、｝ 』， ｝　F一

、、、

ラ
汐、、；』娠．． 　－》、”

♂　1
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